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柳
沢
小
学
校
　
二
年
　

﹁
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
﹂

〜
図
書
館
の
利
用
を
支
援
し
ま
す
〜

★声の広報をお届けしています。
お知り合いの方でご希望の方がいらっしゃいましたら
谷戸図書館（☎421-4545）へお問い合わせを

－1－

　

平
成
28
年
4
月
に「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
に

関
す
る
法
律
」（
障
害
者
差
別
解
消
法
）が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

図
書
館
で
は
法
律
が
施
行
さ
れ
る
以
前
か
ら
、
図
書
館

利
用
に
支
援
が
必
要
な
方
に
対
し
て
、
き
め
細
か
な
対
応

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
杖
を
突
き
な
が
ら
5
、
6
冊
の
本
を
カ
ウ
ン

タ
ー
に
置
い
て「
こ
れ
借
り
た
い
け
ど
重
く
て
家
ま
で
持
っ

て
帰
れ
な
い
」
と
い
う
方
や
、
白
杖
を
持
ち
ガ
イ
ド
ヘ
ル

パ
ー
に
付
き
添
わ
れ
て
音
楽
Ｃ
Ｄ
を
選
び
に
来
ら
れ
る
方
、

ま
た
、「
寝
た
き
り
の
家
族
が
本
を
読
み
た
が
っ
て
い
る
」

と
い
う
ご
相
談
等
、
こ
う
し
た
こ
と
は
図
書
館
で
の
日
常

の
光
景
で
す
。

　

目
が
不
自
由
な
方
に
は
、
活
字
を
音
声
に
変
換
し
て
製

作
す
る
デ
イ
ジ
ー
図
書
や
全
国
の
図
書
館
で
製
作
し
た
音

声
資
料
の
貸
出
し
の
ほ
か
、
館
内
で
代
読
す
る
対
面
朗
読

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
代
読
す
る
対
象
は
書
籍
だ

け
で
な
く
、
折
り
込
み
広
告
や
市
か
ら
の
書
類
、
家
電
の

取
扱
説
明
書
に
も
対
応
し
ま
す
。
市
が
作
成
し
た
文
書
や

リ
ク
エ
ス
ト
の
あ
っ
た
資
料
を
点
字
に
変
換
す
る
サ
ー
ビ

ス
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
に
は
音
訳

者
や
点
訳
者
の
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ご
協
力
を
得
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
本
を
持
っ
て
帰
宅
で
き
な
い
方
や
身
体
的

な
理
由
で
来
館
で
き
な
い
方
へ
は
、
自
宅
ま
で
本
を
お
届

け
す
る
「
宅
配
サ
ー
ビ
ス
」
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
サ
ー
ビ
ス
の
根
底
に
あ
る
の
は
『「
障
害
」
は
利
用

者
に
で
は
な
く
図
書
館
に
あ
る
』
と
い
う
考
え
方
で
す
。

目
の
不
自
由
な
方
や
身
体
的
理
由
で
来
館
が
困
難
な
方
の

利
用
を
阻
ん
で
き
た
の
は
図
書
館
側
で
あ
り
、そ
の「
障
害
」

を
取
り
除
く
こ
と
が
図
書
館
の
責
務
で
あ
る
と
い
う
反
省

の
上
に
立
っ
て
、「
障
が
い
者
サ
ー
ビ
ス
」
の
歴
史
は
始
ま

り
ま
し
た
。

　

職
員
の
手
を
煩
わ
せ
る
か
ら
と
い
う
お
気
遣
い
は
い
り

ま
せ
ん
。「
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
」
を
形
あ
る
も
の
に
す
る

た
め
に
、
図
書
館
は
み
な
さ
ま
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

第　　　　号62

柳
沢
小
学
校
　
二
年
　

　髪をおしゃれにかざることを「髪を盛る」と言うのだそうです。フランスの王妃様のマリーアントワネットも、誰よりもおしゃ
れになりたくて「髪を盛って」いたそうです。誰もやったことのないすごい髪型の「もりがみさん」を想像してかきました。
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「
保
谷
」
の
名
の
由
来
に
つ
い
て
は
定

か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
保
屋
・
穂
屋
と
書

か
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。「
保
」「
谷
」

に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。

「
保
」
は
平
安
時
代
及
び
以
降
に
成
立
し

た
国
衙
領
内
の
行
政
区
画
の
名
称
で
、

「
荘
」「
郷
」
と
並
び
在
地
有
力
者
の
開
発

に
よ
る
も
の
が
多
い
と
あ
り
ま
す
。「
谷
」

は
ヤ
ツ
、
ヤ
ト
、
ヤ
チ
を
略
し
た
形
で
低

湿
地
を
意
味
す
る
こ
と
か
ら
「
保
の
低
湿

地
」
と
な
り
ま
す
。

永
禄
二
年
（
１
５
５
９
）
小
田
原
後
北
条

氏
の
家
臣
の
軍
役
帳
『
小
田
原
衆
所
領
役

帳
』
に
は
、「
小
榑
保
屋
」
の
記
録
が
あ

り
ま
す
。
元
禄
八
年
（
１
６
９
５
）
保
谷

正
信
家
文
書
『
上
保
谷
村
由
緒
年
代
記
』

に
は
、
新
倉
郡
穂
屋
村
を
間
違
え
て
新
座

郡
保
谷
村
と
呼
ん
で
き
た
こ
と
、
神
明
社

神
主
、
保
谷
出
雲
守
ら
６
人
に
よ
り
開
か

れ
た
土
地
で
あ
る
と
い
う
伝
承
も
あ
り
ま

す
。

　

江
戸
時
代
の
保
谷
は
、
上
保
谷
・
上
保

谷
新
田
・
下
保
谷
の
三
村
に
分
か
れ
開
拓

の
歴
史
も
異
な
り
ま
す
。
明
治
維
新
後
、

三
村
は
、
品
川
県
、
入
間
県
、
熊
谷
県
、

埼
玉
県
へ
と
所
属
が
変
わ
り
、
明
治
四
十

年
（
１
９
０
７
）
東
京
府
北
多
摩
郡
へ
と

属
し
ま
し
た
。

－2－
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第
１３
回﹁
西
東
京
市
の
地
名

②

　
　
　
　
　
　
　
旧
保
谷
地
域
か
ら
﹂

　

こ
の
変
遷
の
途
中
、明
治
二
十
二
年
（
１

８
８
９
）
市
制
町
村
制
施
行
に
よ
り
三
村

は
合
併
し
て
保
谷
村
と
な
り
ま
し
た
。
旧

三
村
は
大
字
名
と
な
り
そ
の
中
に
56
の
小

字
が
あ
り
ま
し
た
。
小
字
の
殆
ど
は
社
会

組
織
を
な
す
基
本
単
位
で
あ
り
、
小
さ
な

共
同
体
的
集
落
と
し
て
チ
ョ
ウ
バ
と
も
呼

び
ま
し
た
。
生
活
互
助
や
共
同
労
働
、
寄

合
等
の
日
常
生
活
に
お
い
て
必
要
不
可
欠

な
諸
条
件
を
満
た
す
も
の
で
し
た
。

　

昭
和
十
五
年
（
１
９
４
０
）
保
谷
町
に
、

昭
和
四
十
二
年
（
１
９
６
７
）
保
谷
市
と

な
り
、
現
在
の
住
居
表
示
と
な
り
ま
し
た
。

今
も
市
内
の
バ
ス
停
に
は
、
こ
の
小
字
名

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
上 

保 

谷

　
「
柳
沢
」
石
神
井
川
流
域
の
柳
が
多
く

繁
茂
し
た
地
域
か
。「
高
塚
」
庚
申
塚
か
。

「
千
駄
山
」
馬
の
背
に
積
む
薪
（
一
頭
一
駄
）

が
千
駄
も
採
れ
た
雑
木
林
。「
立
野
」
領

主
が
直
轄
し
て
そ
の
材
木
を
使
う
森
林
を

意
味
す
る
中
世
の
地
名
。「
関
道
」
上
保

谷
村
と
関
村
を
繋
ぐ
道
。「
大
門
」
如
意

輪
寺
の
大
門
か
。「
上
宿
」
上
は
神
の
意

旧保谷村の小字

味
を
含
む
。「
入
道
」
入
り
は
地
理
学
上

の
小
沢
。「
又
六
」
道
が
か
つ
て
６
本
交

わ
っ
て
い
た
。「
天
神
山
」
天
神
を
ま
つ

る
祠
が
あ
っ
た
。「
三
軒
家
」
３
軒
し
か

家
が
な
か
っ
た
。
等

　
上 

保 

谷 

新 

田

    「
シ
ラ
シ
久
保
」
葦
が
茂
る
窪
地
。「
大

日
堂
」
大
日
如
来
を
ま
つ
る
御
堂
が
あ
っ

た
と
さ
れ
る
。「
鎮
守
前
」「
鎮
守
台
」
阿

波
州
神
社
の
意
。「
堀
分
北
」
堀
分
は
玉

川
上
水
と
千
川
上
水
の
分
岐
点
。「
新
橋

道
東
」
玉
川
上
水
に
か
か
る
橋
。
等

　

　
下 

保 

谷

　
「
中
西
台
」
中
西
様
（
保
谷
出
雲
守
）

屋
敷
跡
と
の
伝
え
が
あ
る
。「
南
荒
屋
敷
」

荒
屋
敷
は
新
屋
敷
と
の
説
も
あ
る
。「
坊
ヶ

谷
戸
」
水
が
湧
き
出
る
谷
の
説
が
あ
る
が

僧
坊
跡
と
の
伝
え
も
あ
る
。

「
宮
ノ
脇
」「
上
前
」
宮
は
天
神
社
、
上
は

天
神
社
の
神
か
。
三
十
番
神
に
由
来
す
る

名
前
。「
松
ノ
木
」
清
戸
道
の
東
に
曲
が

り
松
が
あ
り
、
切
っ
た
者
に
祟
り
が
あ
っ

た
と
い
う
話
も
あ
る
。「
北
原
」
広
々
と

し
た
雑
木
林
と
原
の
地
域
。
等

『
縁
（
ゆ
か
り
）
〜
西
東
京
市
ゆ
か
り
の

文
化
人
を
紹
介
〜
』
の
配
布
を
、
8
月
よ

り
各
図
書
館
で
開
始
し
ま
す
。
な
く
な
り

次
第
終
了
と
な
り
ま
す
。

旧　大　字
旧　小　字

［　　　　　　　］
東  京  府
北多摩郡「　　　　保谷村全図」より

市町村地図刊行社

に
ん
に
ん
西
東
京

ほ
う
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ　
　
　

や

こ
く
が

し
ょ
う　
　

ご
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　お
だ
わ
ら
し
ゅ
う
し
ょ
り
ょ
う
や
く

ち
ょ
う　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ぐ
れ
ほ

や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
み

　
　
　
　

し
も

ぼ
う
が

い
と
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ご
覧
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
古
い
紙
面
上

で
は
広
告
も
検
索
・
閲
覧
が
可
能
な
の
で
、

当
時
の
社
会
状
況
や
、
同
じ
メ
ー
カ
ー
や

製
品
の
広
告
の
移
り
変
わ
り
を
知
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
実
際
に
操
作
を
す
る
中
で
、

「
こ
ん
な
使
い
方
が
で
き
る
か
も
」
と
い

う
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
て
く
だ
さ
っ
た
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

実
施
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、「
他
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
講
習
会
も
し
て
ほ
し

い
」「
テ
ー
マ
を
絞
っ
た
講
習
会
が
あ
れ

ば
」
と
い
う
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
今
後
も
設
け

て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
際
は
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

朝
日
新
聞
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
聞
蔵
Ⅱ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
」
の

利
用
者
向
け
講
習
会
「
新
聞
を
読
も
う
！
」
を
実
施
し
ま
し
た

　

西
東
京
市
図
書
館
で
は
、
中
央
・
保
谷

駅
前
・
柳
沢
・
ひ
ば
り
が
丘
の
４
館
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
端
末
を
設
置
し
て
い
ま

す
。　
　

　

そ
の
端
末
で
は
情
報
収
集
に
役
立
つ

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
聞
蔵
Ⅱ
」「
ジ
ャ
パ
ン

ナ
レ
ッ
ジ
」「
現
行
法
令
」「
官
報
」「
日

経
テ
レ
コ
ン
21
（
中
央
の
み
）」
の
閲
覧

が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
利
用
者
か
ら
使
い
方
や
活
用

方
法
が
よ
く
分
か
ら
な
い
と
言
う
ご
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
初
め
て
の
試

み
と
し
て
、
特
徴
や
使
い
方
を
知
っ
て
い

た
だ
こ
う
と
利
用
者
向
け
の
講
習
会
を
中

央
図
書
館
に
て
行
い
ま
し
た
。

　

講
習
会
の
タ
イ
ト
ル
は
「
新
聞
を
読
も

う
！
」。
使
用
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
聞

蔵
Ⅱ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
」
は
、
昭
和
戦
後
か
ら

今
日
ま
で
の
朝
日
新
聞
の
記
事
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
検
索
が
で
き
ま
す
。

　

当
日
の
朝
刊
記
事
の
見
方
、
キ
ー
ワ
ー

ド
に
よ
る
記
事
検
索
の
方
法
、
そ
し
て
昔

の
新
聞
記
事
の
閲
覧
方
法
を
説
明
し
た

後
、
実
際
に
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
操
作
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

特
に
好
評
だ
っ
た
の
は
、
昔
の
新
聞
記

事
の
閲
覧
で
す
。
ご
自
身
の
誕
生
日
や
ご

家
族
の
記
念
日
に
ど
の
よ
う
な
出
来
事
が

あ
っ
た
の
か
、
皆
さ
ん
興
味
深
く
記
事
を

市民一人当たりの蔵書冊数「図書」（蔵書冊数÷市人口） 　　4.0 冊 / 人

登録率（市内在住個人登録者数÷市人口）  　　19.7 ％

一日平均貸出数（各図書館の一日平均の合計）  　　7,763 点 / 日

蔵書回転率（個人貸出数÷蔵書冊数）  　　　　　  　2.6 回

市民一人当たりの貸出数（個人貸出数÷市人口） 　 　　11.4 冊 / 人

登録者一人当たりの貸出数（個人貸出数÷個人登録者数） 　　44.7 冊 / 人

平成 27 年度
図書館事業実績報告

　平成27年度の図書館事業実績の概要をお知
らせします。（平成28年3月31日現在）
詳細については「平成27年度西東京市図書館
事業概要」をご覧ください。図書館ホームペー
ジにも掲載しています。（8月より）

1. 基本指標

2. 登録者数

       　　資 料 種 別 　　　　　　　　 貸 出 数

一般図書（冊） 　　　　　　　    1,462,853 

児童図書（冊） 　　　　　　　　   636,345 

雑誌（冊）　　 　　　　　　　　   114,957 

ＣＤ・カセットテープ（点）   　　　　  66,438 

　　　    合　　　計　　　　 　　　  2,280,593 

4. 貸 出 数

       　　予 約 方 法 　　　　　　　　 予 約 数

カウンター 　　　　　　　　  63,502 

館内 OPAC 　　　　　　　　  73,022 

WebOPAC 　　　　　　　　576,843 

未所蔵予約 　　　　　　　　  25,124 

　　　　合　　　計　　　  　　　　  738,491 

5. 予 約 数

西東京市 　　　　　　　　　39,306 

広域圏（８自治体）　　　　　10,633 

その他　　　　 　　　　　1,134 

　　　合　　　計　　 51,073 

3. 蔵 書 数

　　　　　　　　資 　料　 種　 別 　  　　　  所  蔵  数

　　　 　                   　　　　　一般図書（冊） 　　　   523,701 

　　　　 図　　書 　　  　　　児童図書（冊）                 193,397 

 　　　　　　　　　　地域行政資料（点）　　   　87,598 

雑誌（タイトル数）  　　　　　　　　　　　　   　　719 

ＣＤ・カセットテープ（点）  　　　　　　　　   17,018 

（人）

※登録者数は有効登録者数。登録者のうち、当該年度（４月から翌年
   ３月までの１年間）に貸出回数が１回以上ある利用者の数。

（件）
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利用者エッセイ

わ
た
し

　
と

と
し
�
かん

わたしと
　　図書館

わたしと
　　図書館
わたしと
　　図書館
江黒知子

１
　
図
書
館
と
の
か
か
わ
り

　

私
が
西
東
京
市
に
越
し
て
き
た
２
０
１

１
年
か
ら
の
約
４
年
半
の
間
、
あ
ま
り
途

切
れ
る
事
無
く
、
楽
し
い
図
書
館
ラ
イ
フ

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
と
い
え
ば
、
学
生
の
頃
は
、
好

き
な
本
を
借
り
た
り
試
験
前
に
勉
強
す
る

の
に
？
使
っ
た
り
で
し
た
が
、
今
は
全
く

違
い
ま
す
。

　

２
０
０
７
年
か
ら

ア
イ
メ
イ
ト
（
盲
導

犬
）
と
歩
く
様
に
な

っ
た
私
が
今
借
り
る

も
の
と
い
え
ば
、
音

楽
C
D
と
、
音
訳
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
が
作
っ
て
く
だ
さ

っ
た
デ
イ
ジ
ー
図
書

（
デ
ィ
ス
ク
は
C
D

と
同
じ
で
、
専
用
の

プ
レ
ー
ヤ
ー
で
再
生

し
ま
す
）
で
す
。

　

音
楽
C
D
は
、
職

場
で
あ
る
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
で
、
ご
利
用
者
様
と
一
緒
に
歌
え
る

昭
和
の
歌
等
を
私
が
知
る
事
が
で
き
た

り
、
と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
す
ぐ
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
も

の
は
、
電
話
で
対
面
朗
読
の
依
頼
を
し
、

近
く
の
図
書
館
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に

読
ん
で
頂
く
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
も
利
用
し

て
い
ま
す
。

　

広
報
や
、
公
民
館
、
市
議
会
、
社
協
等

の
便
り
を
デ
イ
ジ
ー
版
で
送
っ
て
も
ら

い
、
新
刊
案
内
の
中
で
、
読
み
た
い
本
が

あ
れ
ば
、
デ
イ
ジ
ー
図
書
の
作
成
や
貸
出

し
を
電
話
で
受
付
け
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

な
ん
と
贅
沢
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
！

　

ま
た
、偶
然
外
で
音
訳
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

さ
ん
と
す
れ
違
っ
た
時
に
は
声
を
か
け
て

く
だ
さ
り
、
方
向
音
痴
で
困
っ
て
い
る
私

に
道
を
教
え
て
く
だ
さ
る
な
ど
本
当
に
関

　
　
　
　
　
　
　

わ
っ
て
く
だ
さ
る
皆
さ

　
　
　
　
　
　
　

ん
が
温
か
く
、
こ
の
よ

　
　
　
　
　
　
　

う
な
関
わ
り
を
広
げ
さ

　
　
　
　
　
　
　

せ
て
頂
い
て
、
感
謝
す

　
　
　
　
　
　
　

る
こ
と
ば
か
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

ど
な
た
が
お
っ
し
ゃ
っ

　
　
　
　
　
　
　

て
い
た
か
忘
れ
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　

が
「
障
害
が
あ
る
事
は

　
　
　
　
　
　
　

不
便
だ
け
ど
、
不
幸
で

　
　
　
　
　
　
　

は
な
い
。」む
し
ろ
幸
せ

　
　
　
　
　
　
　

を
感
じ
る
事
の
で
き
る

　
　
　
　
　
　
　

関
わ
り
を
さ
せ
て
頂
い

　
　
　
　
　
　
　

て
い
る
今
日
こ
の
頃
で

　
　
　
　
　
　
　

す
。

２
　
図
書
館
に
期
待
す
る
こ
と

　

高
齢
等
の
原
因
で
本
が
読
み
づ
ら
く

な
っ
た
と
諦
め
て
し
ま
っ
て
い
る
方
々

に
、
拡
大
図
書
や
デ
イ
ジ
ー
、
対
面
朗
読

サ
ー
ビ
ス
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
、
拡
大
文
字
等
の
お
知
ら
せ
チ
ラ
シ
な

ど
何
か
方
法
を
考
え
て
情
報
が
広
が
り
利

用
者
が
増
え
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

＊
今
回
は
視
覚
に
障
害
が
あ
る
方
に
書
い
て

　

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

東
伏
見
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
の
図
書
サ
ー

ビ
ス
で
は
、
予
約
図
書
の
受
け
取
り
や
図

書
の
返
却
な
ど
が
で
き
ま
す
。

　

５
月
１
日
か
ら
、
図
書
の
予
約
申
し
込

み
が
で
き
る
冊
数
が
、こ
れ
ま
で
の
５
冊
か

ら
10
冊
に
増
え
ま
し
た
。
便
利
に
な
っ
た

図
書
サ
ー
ビ
ス
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

予
約
方
法

施
設
内
に
設
置
し
て
い
る
利
用
者
用
検
索

機
や
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
予
約
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
東
伏
見
ふ
れ
あ
い

プ
ラ
ザ
で
本
を
受
け
取
る
場
合
は
、
受
取

館
の
欄
で｢

東
伏
見
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ｣

を

選
択
し
ま
す
）。
予
約
に
は
図
書
館
利
用

カ
ー
ド
番
号
と
パ
ス
ワ
ー
ド
が
必
要
で

す
。
パ
ス
ワ
ー
ド
は
、
市
内
の
図
書
館
で

発
行
し
ま
す
。

　

予
約
は
、
市
内
図
書
館
の
カ
ウ
ン
タ
ー

お
よ
び
、
電
話
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

図
書
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
間　

◇
火
曜
日
か
ら
金
曜
日

　
　
　

午
前
10
時 

〜 

午
後
７
時　

◇
土
・
日
、
祝
日

　
　
　

午
前
10
時 

〜 

午
後
６
時

東
伏
見
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

予
約
申
し
込
み
で
き
る
冊
数
が

5
冊
か
ら
10　冊
に

編

集

後

記

　

障
害
者
差
別
解
消
法
が
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
皆
さ
ま
に
と
っ
て

利
用
し
や
す
い
図
書
館
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

　

こ
の
た
び
西
東
京
市
図
書
館
が
、子
ど
も

読
書
活
動
推
進
の
た
め
の
活
動
を
認
め
ら

れ
、
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、子
ど
も
の
読
書
活
動
の

推
進
に
資
す
る
た
め
、
優
れ
た
取
組
等
を

行
っ
て
い
る
学
校
、図
書
館
、団
体
（
個
人
）

に
対
し
て
、
文
部
科
学
大
臣
に
よ
り
行
わ

れ
る
も
の
で
す
。
当
市
で
は
、
特
に
ヤ
ン

グ
ア
ダ
ル
ト
サ
ー
ビ
ス
の
Ｙ
Ａ
情
報
誌

「
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｃ
Ｈ
」
の
共
同
編
集
が
注
目
さ

れ
ま
し
た
。

※

被
表
彰
者
一
覧
な
ど
詳
細
は
、
文
部
科

学
省
「
子
ど
も
読
書
の
情
報
館
」
の
サ
イ

ト
内
、
ト
ッ
プ
メ
ニ
ュ
ー
よ
り
、「
関
連

デ
ー
タ
・
資
料
等
」
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。
ま
た
、
西
東
京
市
の
具
体
的
な
取

組
に
つ
い
て
は
、東
京
都
教
育
委
員
会
「
東

京
都
子
供
読
書
活
動
推
進
計
画
〜
未
来
を

支
え
る
読
書
」
の
サ
イ
ト
内
、「
読
書
活
動

事
例
集2015

」
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
西
東
京
市
図
書
館
」が
、
平
成
28　年
度

子
ど
も
読
書
活
動
優
秀
実
践
校
・
図
書

館
・
団
体
（
個
人
）
の
文
部
科
学
大
臣

表
彰
を
受
け
ま
し
た
！

西
東
京
市
と
新
座
市
の
図
書
館
の

相
互
利
用
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

西
東
京
市
と
新
座
市
の
図
書
館
の
相
互

利
用
が
、
４
月
１
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

西
東
京
市
在
住
の
方
は
、
新
座
市
内
の
図

書
館
、
公
民
館
図
書
室
を
利
用
で
き
ま
す
。

　

利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自

治
体
の
図
書
館
で
の
利
用
登
録
が
必
要
で

す
。
氏
名
・
住
所
が
確
認
で
き
る
身
分
証

を
お
持
ち
の
上
、
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

－4－
古紙配合率70％の再生紙を使用しています
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